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一
、
は
じ
め
に

広
島
市
公
文
書
館
に
は
、「
竹
内
家
文
書
」
と
言
わ
れ
る
古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
竹
内
家
文
書
」
は
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
広
島
県
に
よ
り
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査

の
成
果
は
、『
広
島
県
史
』、『
船
越
町
史
』
編
纂
の
際
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
文
書
は
、

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
広
島
市
公
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
一
部
は
未
整
理
の
状
態
で
所

蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
文
書
を
改
め
て
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
整
理
は
未
完

で
あ
る
が
、
そ
の
量
は
多
く
、
時
代
は
ほ
ぼ
十
九
世
紀
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時

代
初
期
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
史
料
は
、
交
通
に
関
す
る
も
の
、
宗
教
制

度
に
関
す
る
も
の
、
年
貢
に
関
す
る
も
の
、
産
業
（
棉
業
）
に
関
す
る
も
の
等
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
他
少
数
で
あ
る
が
、
俳
句
、
相
撲
な
ど
文
化
に
関
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
村
政
に
関
す
る
も
の
、
地
租
に
関
す
る
も
の
、
新
開
に
関
す
る
も
の
、

そ
の
他
家
政
に
関
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
頃
ま
で
の
史
料
で

あ
る
。

今
回
整
理
を
行
っ
た
史
料
の
う
ち
、
年
貢
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
「
年
貢
免
状
」、「
門
ば
り
」

が
ま
と
ま
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二
、
広
島
藩
の
地
方
支
配

広
島
藩
に
お
け
る
貢
納
制
度
は
、
福
島
正
則
に
よ
り
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
実
施
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
慶
長
の
検
地
」
に
始
ま
る
。
正
則
は
、
安
芸
・
備
後
の
二
カ
国
を
領
有
す
る

と
、
早
速
領
内
の
検
地
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
検
地
に
よ
り
、
村
域
は
ほ
ぼ
確
定
し
、
政
治

的
支
配
の
単
位
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(1)
。

し
か
し
、
正
則
は
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
改
易
に
近
い
処
分
を
受
け
て
(2)
、
川
中
島

に
移
さ
れ
て
し
ま
う
。
福
島
氏
に
代
わ
っ
て
浅
野
長
晟
が
安
芸
国
一
円
と
備
後
八
郡
、
約

四
二
万
六
〇
〇
〇
石
を
得
て
、
紀
伊
和
歌
山
か
ら
入
国
し
た
。
浅
野
氏
は
、
福
島
氏
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
検
地
の
実
績
を
踏
ま
え
て
お
り
、
現
況
と
大
き
い
変
動
が
見
ら
れ
る
場
合
は
検
地
を

実
施
し
て
、
領
内
の
年
貢
の
把
握
に
努
め
た
と
言
わ
れ
、
領
主
の
交
代
に
伴
う
村
々
の
動
揺
を

極
力
抑
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

広
島
藩
に
お
け
る
村
の
支
配
は
、
郡
奉
行
・
代
官
な
ど
の
役
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
体
系
は
、
郡
奉
行
―
郡
廻
り
―
代
官
―
大
庄
屋
（
後
に
割
庄
屋
）
―
庄
屋
―
組
頭
（
与

頭
）
で
あ
る
。
郡
奉
行
は
、
郡
方
の
支
配
を
統
括
し
、
郡
廻
り
は
三
、四
郡
ず
つ
担
当
し
て
代

官
を
監
督
し
た
。
ま
た
、
代
官
の
上
申
に
よ
り
年
貢
率
を
決
定
し
た
。

代
官
は
、
郡
ご
と
に
二
人
く
ら
い
ず
つ
置
か
れ
、
割
庄
屋
以
下
の
村
役
人
の
指
揮
監
督
を
は

じ
め
、
郡
内
全
般
に
つ
い
て
支
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
代
官
制
は
、
正
徳
二
年
～
享
保
三

年
（
一
七
一
二
～
一
七
一
八
）
の
間
を
除
き
明
治
初
め
ま
で
続
い
た
。

広
島
藩
の
農
民
の
年
貢
は
、
村
高
を
基
準
に
し
て
賦
課
さ
れ
る
正
租
（
定
物
成
）
と
諸
産
物

に
課
せ
ら
れ
る
小
物
成
や
運
上
銀
な
ど
が
あ
っ
た
。

三
、
年
貢
と
免
状

年
貢
は
、
前
年
の
作
柄
を
も
と
に
、
作
付
前
に
そ
の
免
率
（
税
率
）
を
決
定
し
、
年
貢
の
徴

収
を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
を
「
土ど
め
ん免
」
と
称
し
た
。
広
島
藩
の
場
合
は
、
浅
野
氏
の
安
芸
・
備

後
入
国
こ
ろ
は
、
秋
の
作
柄
を
検
査
し
て
決
定
す
る
「
秋
免
」
が
採
用
さ
れ
た
が
、
慶
安
四

（
一
六
五
一
）
年
か
ら
土
免
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(3)
。
し
か
し
、
凶
作
・
飢
饉

な
ど
不
作
の
年
は
、
収
穫
前
に
役
人
が
現
地
を
調
べ
て
そ
の
免
率
を
再
決
定
す
る
秋
免
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
土
免
は
、
作
柄
に
よ
ら
ず
春
に
定
め
た
免
率
ど
お
り
の
年
貢
を
納
入
す

れ
ば
よ
い
の
で
、
農
民
の
増
産
へ
の
意
欲
を
か
り
立
て
る
意
味
あ
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
(4)
。

五
代
藩
主
吉
長
が
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
過
去
数
年
間
の
免
率
の
平
均
を
基
準
と
し
て
、
原

則
と
し
て
凶
作
、
豊
作
に
か
か
わ
ら
ず
免
を
上
げ
下
げ
し
な
い
と
い
う
(5)
定
免
制
を
採
用
し
た

が
、
百
姓
一
揆
の
反
対
に
あ
い
、
こ
れ
を
廃
止
し
、
元
の
土
免
制
に
戻
し
、
明
治
初
め
ま
で
続

い
た
。

郡
役
所
で
は
、
毎
年
正
月
に
今
年
も
土
免
を
行
う
旨
を
通
知
し
、
免
率
は
田
植
え
時
期
こ
ろ

に
決
定
し
、
郡
役
所
へ
各
村
の
庄
屋
等
を
集
め
て
免
状
を
交
付
し
た
。
こ
の
免
状
を
も
と
に
、

村
で
は
「
免
割
帳
」
や
「
夫
割
帳
」
を
作
成
し
た
。
こ
の
作
業
が
済
む
と
、
帳
面
を
も
と
に
農

〈
資
料
紹
介
〉

　

広
島
市
公
文
書
館
所
蔵

　
　
　
「
船
越
村
年
貢
免
状
」（
竹
内
家
文
書
）檜　

垣　

栄　
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民
一
軒
ご
と
に
「
年
貢
下
札
」
が
渡
さ
れ
、農
民
は
期
限
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
庄
屋
や
組
頭
等
の
村
役
人
は
、
農
民
に
対
し
年
貢
の
納
入
を
督
促
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。交

付
さ
れ
た
免
状
に
は
、「
古
地
」
と
「
新
開
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
免
率
と
、
免
率
か
ら
割
り

出
さ
れ
る
物
成
と
口
米
か
ら
な
る
定
物
成
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
古
地
」
は
、
浅
野
氏
が
入

国
し
た
こ
ろ
か
ら
の
村
高
で
、「
新
開
」
は
そ
の
後
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
が
、古
地
、

新
開
と
も
に
幕
末
ま
で
別
々
に
免
率
が
決
定
さ
れ
、
免
状
に
記
載
さ
れ
た
。
新
開
を
築
造
す
る

と
、
新
た
に
地
詰
が
行
わ
れ
、
高
が
決
定
さ
れ
て
、
そ
の
高
に
対
し
免
割
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、

「
地
詰
」
は
「
竿
入
」
と
も
言
わ
れ
た
。

四
、
竹
内
家
文
書
の
「
免
状
」

竹
内
家
文
書
に
は
、
定
物
成
を
定
め
た
「
免
状
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
門
ば
り
」
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
免
状
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
免
割
帳
」
や
「
夫
割
帳
」
は
残
念
な

が
ら
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
数
は
、
免
状
が
一
九
三
点
、
門
ば
り
は
一
〇
二
点
で
あ
る
。

免
状
の
最
も
古
い
も
の
は
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
の
も
の
で
、
浅
野
氏
が
安
芸
・
備
後

に
入
国
し
て
五
〇
年
経
過
し
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
免
状
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

免
状
か
ら
の
免
率
は
あ
き
ら
か
に
で
き
な
い
。
寛
文
九
年
は
、
村
高
「
三
百
五
拾
四
石
三
斗
四

升
弐
合
」
で
、
免
率
は
「
三
ツ
五
分
」
で
あ
っ
た
（
資
料
１
）(6)
。
こ
れ
に
口
米
二
分
（
２
％
）

を
加
え
た
「
百
弐
拾
六
石
五
斗
」
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
庄
屋
は
「
治
左
衛

門
」
で
あ
る
が
、「
と
の
へ
」
と
い
う
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。「
治
左
衛
門
」
が
、
か
つ
て

は
武
士
身
分
に
劣
ら
ぬ
土
豪
の
子
孫
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
敬
称
を
付

せ
ら
れ
る
だ
け
の
家
格
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
(7)
。

以
後
の
庄
屋
に
対
し
て
は
、免
状
の
な
い
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
一
六
八
三
）
を
除
い
て
、

延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
一
六
八
〇
）
ま
で

は
庄
屋
に
対
し
「
と
の
」
と
敬
称
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
資
料
２
）。
し

か
し
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
～
一
六
八
七
）

に
な
る
と
呼
び
捨
て
に
な
っ
て
お
り
、
以
後

藩
政
期
を
通
じ
て
敬
称
を
使
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　

一
高
三
百
五
拾
四
石
三
斗
四
升
弐
合　
　
　
　
　
　

舟
越
村

　
　
　
　

高
ニ
付
三
ツ
五
分

　
　
　
　
　
　
　

物
成
百
弐
拾
四
石
弐
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
米
弐
石
四
斗
八
升

　
　
　

二
口
合
百
弐
拾
六
石
五
斗　
　
　
　
　
　
　
　

京
升

　
　

右
者
當
土
免
如
斯
相
極
者
也

　
　
　

寛
文
九
年
四
月
五
日　
　
　

福
原
三
郎
右
衛
門
㊞
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
傳
助
㊞
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
左
衛
門
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
頭
百
姓
中

資料 1　寛文九年免状

資料 2
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さ
て
、
船
越
村
の
免
状
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
最
古
の
も
の
は
寛
文
九
年
の
も
の
で
あ
る
。

以
後
ほ
ぼ
江
戸
時
代
を
通
じ
て
免
状
が
残
さ
れ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。
免
状
の
様
式
は
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
変
化
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
古
地
の
村
高
、
次
い
で
免
率

と
そ
の
結
果
の
物
成
、
さ
ら
に
口
米
が
書
か
れ
、
最
後
に
物
成
と
口
米
を
合
わ
せ
て
「
二
口
」

と
し
て
合
計
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
新
開
に
つ
い
て
も
同
様
の
様
式
で
書
か
れ
、

ほ
と
ん
ど
合
算
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
代
官
の
署
名
、
押
印
、
年
月
日
、
交
付
先

が
書
か
れ
て
い
る
。

免
状
は
、
毎
年
海
田
市
に
置
か
れ
た
郡
役
所
へ
村
々
の
庄
屋
が
呼
び
出
さ
れ
下
付
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
免
状
の
幾
つ
か
の
表
書
き
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
資

料
３
参
照
）。

古
地
で
あ
る
船
越
村
の
村
高
は
、「
三
百
五
拾
四
石
三
斗
四
升
弐
合
」
で
、
こ
の
高
の
数
値

は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
変
更
は
な
く
、
毎
年
の
免
率
の
変
更
に
よ
っ
て
年
貢
の
増
減
が
図
ら
れ

て
い
る
。
免
率
の
変
化
を
み
る
と
、
寛
文
年
間
～
元
禄
年
間
（
一
六
六
一
～
一
七
〇
四
）
は
、

概
ね「
三
ツ
」台
で
推
移
し
て
い
る
。
但
し
、延
宝
五
～
八
年（
一
六
七
七
～
一
六
八
〇
）は「
四

ツ
」
台
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、宝
永
二
年
～
元
文
三
年
（
一
七
〇
五
～
一
七
三
八
）
に
は
、

「
四
ツ
」
台
で
推
移
し
て
お
り
、
船
越
村
の
生
産
力
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
高
い
免
率
が
続
い
て
い
た
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
に
あ
っ
て
、
享
保

十
七
（
一
七
三
二
）
年
は
、
古
地
の
免
率
が
「
六
歩
五
厘
」
と
急
落
し
、
秋
免
と
な
っ
て
い
る

嘉
永
元
年
申
五
月
同
六
月
四
日
海
田
市
御
役
所
ニ
而
御
下
ケ
渡

御
免
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
芸
郡
舩
越
村

資料 3　嘉永元年御免状表書き

表 1　免状一覧

年号 内　　訳 点数 備　　考
寛文 ９～ 13（1669 ～ 1673）年 6 内１点は、寛文 11 年「濱出口新開」の地詰による免状
延宝 ２～８（1674 ～ 1680）年 7
貞享 元～４（1684 ～ 1687）年 3 「３年」が欠
元禄 ２～ 17（1689 ～ 1704）年 15 「６年」が欠、「８年」に「市場新開」が地詰により記載
宝永 ２～ 8（1705 ～ 1711）年 7 「４年」に秋免あり、「７年」は秋免により改定
正徳 ２～ 6（1712 ～ 1716）年 6 「２年」から古地が「御蔵入」となる。「東西新開」が地詰により記載

享保 ３～ 21（1718 ～ 1736）年 19
「２、15 年」が欠、「享保 12 年」に「濱出口」「市場」新開が合算される。「14 年」から
「堀越外新開」が地詰により記載、「17 年」は秋免となっている。「19 年」からは「御蔵入」
となる。

元文 ２～５（1737 ～ 1740）年 4 「御蔵入」
寛保 元～ 3（1741 ～ 1743）年 3 「御蔵入」
延享 ２～５（1745 ～ 1748）年 4 「元年」が欠、「御蔵入」
寛延 ２～４（1749 ～ 1751）年 3 「御蔵入」
宝暦 ２～ 14（1752 ～ 1764）年 13 「御蔵入」
明和 ２～９（1765 ～ 1772）年 8 「御蔵入」
安永 ２～９（1773 ～ 1779）年 8 「御蔵入」
天明 ２～８（1782 ～ 1788）年 6 「御蔵入」、「４年」が欠
寛政 元～ 12（1789 ～ 1800）年 12 「御蔵入」
享和 元～３（1801 ～ 1803）年 3 「御蔵入」
文化 元～ 15（1804 ～ 1818）年 16 「９年」に「御炭納屋跡新開」の地詰により記載。「御蔵入」
文政 ２～ 13（1819 ～ 1830）年 10 「４、８年」が欠、「御蔵入」
天保 ２～ 15（1831 ～ 1844）年 15 「13 年」に「松石新開２か所」が地詰により免状、「御蔵入」
弘化 ２～４（1845 ～ 1847）年 3 「御蔵入」
嘉永 元～７（1848 ～ 1854）年 6 「６年」が欠、「御蔵入」
安政 ２～６（1855 ～ 1859）年 5 「御蔵入」
万延 元（1860）年 1 「御蔵入」
文久 元～３（1861 ～ 1863）年 3 「御蔵入」
元治 元（1864）年 1 「御蔵入」
慶応 元～４（1865 ～ 1868）年 4 「御蔵入」
明治 ２～３（1869 ～ 1870）年 2 「御蔵入」、「高」、「免率」などの記載はなく、「昨年の通り」とするのみである。

合　　計 193
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こ
と
か
ら
、
土
免
で
あ
る
が
、
作
柄
に
よ
っ
て
は
秋
免
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、元
文
四
年
～
延
享
四
年
（
一
七
三
九
～
一
七
四
七
）
に
は
、「
二
ツ
」
台
に
落
ち
て
お
り
、

こ
の
時
期
は
概
ね
作
柄
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
延
享
五
年
～
宝
暦
十
一
年
（
一
七
四
八
～
一
七
六
一
）
に
は
、「
三
ツ
」
台
の
中
で

上
下
し
て
い
る
が
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
「
三
ツ
二
歩
」
に
な
る
と
、
こ
の
免
率
が

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
ま
で
続
き
、安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
以
後
は
明
治
に
至
る
ま
で
「
三

ツ
二
歩
二
厘
」
の
免
率
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
五
代
藩
主
吉
長
が
享
保
二
年
に
定
免
制
を

採
用
し
た
後
、
一
揆
の
反
対
で
土
免
制
に
戻
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
定
免
制
と
な
っ

て
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
船
越
村
は
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
か
ら
「
御
蔵
入
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

地
の
年
貢
は
直
接
藩
の
米
蔵
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
ま
で
続
い
て
い
る
。

五
、
船
越
村
の
新
開

江
戸
時
代
に
は
、
藩
の
奨
励
も
あ
っ
て
、
農
村
で
は
盛
ん
に
新
開
の
開
発
が
行
わ
れ
、
農
地

の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。
船
越
村
も
同
様
で
、
新
開
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
古
い
順
か
ら

上
げ
れ
ば
、「
濱
出
口
新
開
」、「
市
場
新
開
」、「
東
西
新
開
」、「
堀
越
外
新
開
」、「
松
石
新
開

二
カ
所
」
の
計
六
か
所
の
新
開
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
船
越
村
の
古
地
と
新
開
を
合

わ
せ
た
村
高
は
、寛
文
九
年
に
は
、先
述
の
よ
う
に
「
三
百
五
十
四
石
三
斗
四
升
弐
合
」
で
あ
っ

た
が
、
明
治
三
年
に
は
新
開
分
を
合
わ
せ
「
五
百
七
十
二
石
四
升
六
合
」
と
な
っ
て
お
り
、
新

開
の
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
が
伺
え
る
。
新
開
を
開
発
す
る
と
、藩
は
地
詰
を
行
い
、高
付
を
行
っ

た
上
で
免
割
を
す
る
。
そ
の
際
、
地
詰
の
時
期
に
よ
り
一
括
し
て
免
状
を
出
す
場
合
と
、
新
開

の
み
別
に
免
状
を
出
す
場
合
が
あ
る
。

ま
ず
、「
濱
出
口
新
開
」で
あ
る
が
、こ
の
新
開
は
、寛
文
十
一（
一
六
七
一
）年
に
地
詰
を
行
い
、

免
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（
資
料
４
参
照
）。
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
「
市
場
新
開
」
が
開

発
さ
れ
る
と
、「
濱
出
口
新
開
」
と
「
市
場
新
開
」
は
、
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
に
統
合

さ
れ
て
、「
濱
出
口
市
場
新
開
」
と
し
て
免
割
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
新
開
は
、概
ね
「
四

ツ
五
歩
」
前
後
の
免
率
で
あ
る
が
、享
保
十
九
年
以
後
は
「
四
ツ
四
歩
五
厘
」
で
一
定
と
な
る
。

次
に
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
「
東
西
新
開
」
の
地
詰
が
行
わ
れ
、
免
割
を
行
い
免
状

が
出
さ
れ
る
。
こ
の
新
開
は
作
柄
が
あ
ま
り
良
好
で
な
か
っ
た
の
か
、
比
較
的
免
率
は
低
く
、

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
以
後
は
、「
一
ツ
六
歩
五
厘
」
で
一
定
と
な
っ
て
い
る
。

享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
に
は
「
堀
越
外
新
開
」
が
開
発
さ
れ
て
地
詰
が
行
わ
れ
、
免
状

が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
開
も
、
当
初
は
免
率
の
増
減
が
あ
っ
た
が
、
享
保
二
〇
年
～
寛
保

二
年
（
一
七
三
五
～
一
七
四
二
）
は
「
二
ツ
五
歩
」、
寛
保
三
年
～
宝
暦
八
年
（
一
七
四
三
～

一
七
五
八
）
は
「
二
ツ
七
歩
」、
宝
暦
九
年
～
安
永
三
年
（
一
七
五
九
～
一
七
七
四
）
は
「
二

ツ
六
歩
」、安
永
四
年
以
後
は「
二
ツ
六
歩
二
厘
」で
一
定
と
な
り
明
治
三
年
ま
で
変
更
は
な
か
っ

た
。ま

た
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
、「
御
炭
納
屋
跡
新
開
」
の
地
詰
が
行
わ
れ
、
免
割
が

行
わ
れ
免
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（
資
料
５
参
照
）。
こ
の
新
開
の
免
率
は
、
当
初
か
ら
「
三
ツ

二
歩
二
厘
」
で
あ
り
、
明
治
三
年
ま
で
変
更
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
「
松
石
新
開
二
カ
所
」
の
地
詰
が
行
わ
れ
、
免
状

が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
開
は
、
免
率
は
「
二
ツ
六
歩
二
厘
」
と
さ
れ
、
明
治
三
年
ま
で
変

更
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
船
越
村
の
免
状
の
概
要
を
見
て
来
た
が
、
広
島
藩
で
は
吉
長
の
時
期
を
除 資料 4　濱出口新開免状

　
　
　

覚　
　
　
　
　

安
藝
郡

一
高
六
斗
五
升
六
合　
　

舩
越
村
新
開

　

高
ニ
付
三
ツ
成

　
　
　

物
成
壱
斗
九
升
七
合

　
　
　
　
　
　

口
米
四
合

　
　
　

二
口
合
弐
斗
壱
合

右
新
開
當
土
免
如
斯
相
極
候
条
、
古
地

同
前
ニ
御
年
貢
米
皆
済
可
仕
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
傳
助
（
花
押
）

寛
文
拾
壱
年
四
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　

福
原
三
郎
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
左
衛
門
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
頭
中
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い
て
土
免
制
を
採
用
し
て
き
た
の
で
、
毎
年
代
官
か
ら
各
村
々
の
庄
屋
に
免
状
が
下
付
さ
れ
て

来
た
が
、
古
地
を
初
め
と
し
て
次
第
に
免
率
が
固
定
さ
れ
、
実
質
的
に
は
定
免
制
と
な
っ
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

六
、「
門
ば
り
」
に
つ
い
て

先
述
し
た
よ
う
に
、
竹
内
家
文
書
に
は
免
状
と

と
も
に
「
門
ば
り
」
と
呼
ば
れ
る
史
料
一
〇
二
点

が
残
さ
れ
て
い
る
（
表
２
参
照
）。「
門
ば
り
」
と

は
、
当
該
年
の
免
状
の
下
付
を
受
け
る
と
き
、
合

わ
せ
て
下
付
さ
れ
た
も
の
で
、
庄
屋
等
の
門
前
に

張
り
、
農
民
に
当
該
年
分
の
免
率
の
周
知
を
図
っ

た
も
の
で
あ
る
。
門
ば
り
は
、
郡
役
所
で
下
付
さ

れ
た
時
に
こ
の
名
称
で
下
付
さ
れ
て
お
り
、
包
み

紙
の
表
書
き
に
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
（
資
料
６

参
照
）。
様
式
は
冒
頭
に
「
○
○
年
分　

安
藝
郡
」

と
あ
り
、
以
下
に
免
率
の
み
を
書
い
た
も
の
で
あ

る
（
資
料
７
参
照
）。
外
に
貼
っ
て
い
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
周
囲
に
糊
を
塗
布
し
た

痕
跡
が
あ
り
、
ま
た
保
存
状
態
が
良
く
な
い
も
の

が
多
い
（
参
考
資
料
参
照
）。

竹
内
家
に
残
さ
れ
た
門
ば
り
は
、
享
保
十
九
年
が
最
も
古
い
。
以
降
断
続
的
に
安
政
六

（
一
八
五
九
）年
ま
で
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、下
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、

傷
み
が
ひ
ど
い
た
め
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

竹
内
家
の
門
ば
り
は
、
船
越
村
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
他
に
、
海
田
市
の
門
ば
り

が
、
寛
延
二
～
四
年
（
一
七
四
九
～
一
七
五
一
）、
宝
暦
二
～
三
年
（
一
七
五
二
～
一
七
五
三
）

の
五
点
と
、
江
田
嶋
村
の
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
一
点
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
六
点
の

門
ば
り
が
竹
内
家
文
書
中
に
残
さ
れ
て
い
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
竹
内
家
が
江
戸
時
代
後

期
に
は
「
社
倉
役
」、「
府
中
村
庄
屋
」、「
奥
海
田
村
庄
屋
」
な
ど
村
の
要
職
を
務
め
て
い
る
こ

と
と
無
縁
で
は
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

覚　
　

安
藝
郡

　　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
春
御
竿
入

一
高
九
斗
九
升　
　

船
越
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
納
屋
跡
新
開

　
　

高
ニ
付
三
ツ
弐
歩
弐
厘

　
　

物
成
三
斗
壱
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　

口
米
六
合

　

二
口
合
三
斗
弐
升
五
合

　

右
當
土
免
如
斯
相
究
者
也

　
　
　
　
　
　

松
野
唯
次
郎
㊞

文
化
九
年
申
十
月

　
　
　
　
　
　

山
下
勘
十
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓

資料 5　御炭納屋跡新開免状

表 2　門ばり一覧

年号 内　　訳 点数 年号 内　　訳 点数
享保 19 年～ 21 年 3 寛政 元年～ 12 年 12
元文 ２年～４年 3 享和 元年～３年 3
寛保 なし 0 文化 元年～ 15 年 16
延享 ３年～５年 3 文政 ２年～ 13 年 10
寛延 なし 0 天保 ２年～ 15 年 15
宝暦 なし 0 弘化 ２年～ 4年 3
明和 ３年～９年 7 嘉永 元年～７年 7
安永 ２年～９年 8 安政 ３年～６年 4
天明 元年～８年 8 計 102
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七
、
お
わ
り
に

竹
内
家
文
書
の
な
か
で
確
認
さ
れ
た
年
貢
に
関
す
る
史
料
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
が
、
最
後

に
ま
と
め
と
し
て
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

浅
野
氏
が
入
国
し
た
元
和
五
年
か
ら
寛
文
九
年
ま
で
の
村
高
の
変
化
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
。
元
和
五
年
の
村
高
は
「
三
三
七
石
一
斗
六
升
」
(8)
で
、寛
文
九
年
の
免
状
の
村
高
「
三
五
四

石
三
斗
四
升
二
合
」
と
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
浅
野
氏
が
入

国
し
た
頃
に
は
、
福
島
氏
の
地
詰
に
よ
る
村
高
に
あ
ま
り
手
を
く
わ
え
な
か
っ
た
た
め
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
九
年
の
免
状
で
は
、
新
開
は
ま
だ
記
載
が
な
く
、
村
高
は
古
地
の
記
載
の
み
で
あ
る
。

こ
の
古
地
の
高
は
明
治
三
年
に
至
る
ま
で
変
更
が
な
く
一
定
で
あ
る
。
村
高
全
体
の
増
加
は
、

新
開
の
開
発
を
行
う
こ
と
で
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
藩
政
期
最
後
の
明
治
三
年

の
村
高
の
合
計
は
、
寛
文
九
年
の
一
、六
一
倍
の
「
五
七
二
石
四
升
六
合
」
と
な
っ
て
い
る
。

船
越
村
の
人
々
が
土
地
に
よ
っ
て
生
計
の
増
加
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
新
開
の
造
成
以
外
に
は

ほ
と
ん
ど
活
路
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
(9)
。

免
状
に
記
載
さ
れ
た
新
開
は
、「
濱
出
口
新
開
」、「
市
場
新
開
」、「
東
西
新
開
」、「
堀
越
外

新
開
」、「
御
炭
納
屋
跡
新
開
」、「
松
石
新
開
二
カ
所
」
の
計
六
か
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免

状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら『
船
越
町
史
』に
は
、こ
の
他
に「
長
右
衛
門
新
開
」、「
入

川
新
開
」、「
浜
新
開
」、「
利
右
衛
門
新
開
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
免
状
に
記
載

さ
れ
な
い
新
開
は
、
年
代
的
に
は
免
状
に
記
載
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
寛
文
九
年
の
免
状
に
あ
る
当
初
の
村
高
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、『
船
越
町
史
』
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
記
載
さ
れ
な
い
新
開
の
存
在
と
位
置
は
検

討
課
題
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
竹
内
家
に
、
こ
の
よ
う
な
年
貢
に
関
す
る
史
料
が
多
量
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ

の
他
、
江
戸
時
代
後
半
の
宿
場
に
関
す
る
文
書
が
多
量
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
文

書
史
料
は
竹
内
氏
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
竹
内
家
が
船
越
村
の
み
な
ら
ず
安

芸
郡
の
公
的
な
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
と
く
に
「
竹
内
彦
五
郎
」
宛

て
の
文
書
史
料
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
竹
内
氏
が
明
治
時
代
に
な
っ
て
郡
役
所
に
勤

め
る
な
ど
、
行
政
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
竹
内
家
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
船
越

村
の
村
政
に
深
く
関
わ
っ
た
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
史

料
が
多
量
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
原
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、『
船
越
町
史
』、『
中
山
町
史
』、『
府
中
町
史
』、『
瀬
野
川
町
史
』、

『
新
修
広
島
市
史
』、『
広
島
県
史
』
な
ど
の
町
史
、
県
史
の
近
世
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
「『
船
越
町
史
』
四
章
「
近
世
の
船
越
村
」
は
、
本
稿
の
執

寛
政
年
中

　
　
　
　
　

御
免
状
門
ば
り
入
置

享
和
弐
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亥
五
月
七
日
朝
取
置
申
候

資料 6　門ばり入置封

安
政
三
年
分　

安
藝
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
入

一
土
免
三
ツ
弐
歩
弐
厘　

舩
越
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
出
口
市
場

一
同　

四
ツ
四
歩
五
厘　

同
村
新
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
西

一
同　

壱
ツ
六
歩
五
厘　

同
村
新
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
越
外

一
同　

弐
ツ
六
歩
弐
厘　

同
村
新
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
炭
納
屋
跡

一
同　

三
ツ
弐
歩
弐
厘　

同
村
新
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
石
濱
弐
ケ
所

一
同　

弐
ツ
六
歩
五
厘　

同
村
新
開

資料 7　門ばり（安政 3年）
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筆
に
あ
た
り
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

参
考
資
料

門
ば
り
の
一
部
で
あ
る
。
料
紙
の

周
囲
の
色
が
変
化
し
た
部
分
が
糊

の
痕
跡
で
あ
る

　

註
⑴　

広
島
市
編
・
発
行
『
中
山
村
史
』
一
九
九
一
年
、
一
二
四
頁

⑵　

広
島
市
編
・
発
行
『
船
越
町
史
』
一
九
八
一
年
、
一
七
〇
頁

⑶　

同
書
、
一
八
四
頁

⑷　

同
書
、
一
八
五
頁

⑸　

同
書
、
一
八
五
頁

⑹　

貢
納
額
の
計
算
…
免
率
と
は
、
現
在
で
言
う
税
率
に
当
た
り
、
例
え
ば
「
三
ツ
五
分
」
は
「
三
割
五

分（
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
）」に
当
た
る
。
こ
の
免
率
で
出
さ
れ
た
も
の
が
物
成
と
言
わ
れ
正
租
で
あ
り
、

こ
の
物
成
に
「
二
分
（
二
パ
ー
セ
ン
ト
）」
を
か
け
た
も
の
が
口
米
で
あ
る
。
口
米
は
、
税
収
納
に

伴
う
必
要
経
費
を
賄
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

⑺　

前
掲
『
船
越
町
史
』
一
八
〇
頁

⑻　

広
島
県
編
・
発
行
『
広
島
県
史　

近
世
資
料
編
Ⅱ
』
一
九
七
六
年
、「
安
芸
国
御
知
行
帳
」

⑼　

前
掲
『
船
越
町
史
』
一
七
五
頁


